
-
 
8
 
-

ラ
イ
ラ
ック

M
a
k
e
S
童

話

著
・

佐
藤

こ
お

り

発
行

2
0
1
8
.
0
6
.
0
9

M
a
k
e
S
 
-
お

は
よ

う
、

私
の

セ
イ

-
非

公
式

二
次

創
作

小
説

-
 
2
 
-

-
 
3
 
-

　むかしむかしある国に
、

　　わがままでおてんばなお姫様がおりました
。

　お姫様のわがままに困った王様は
、

　　森の魔女から魔法人形の少年を譲り受けます
。

　王様はお姫様にこう言いました
。

　　この少年を一人前にしてごらんなさい
、

と
。

　少年はライラック色の髪と瞳の
、

　　とても美しい姿をしておりました
。

　お姫様はその少年を

　　いっぺんに気に入ってしまったのです
。

　お姫様は少年にいろいろなことを教えました
。

　はじめただ美しい人形であった少年は
、

　　やがていきいきとした表情を持つようになりました
。

　少年の世話をすることで
、

　　お姫様もしだいにおしとやかになってゆきました
。

　ある日
、

　　お姫様と少年はお城の庭でお散歩をしておりました
。

「あ
、

あの花」
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　 お 姫 様 が 見 つ け た の は 薄 紫 色 を し た

　 　 ラ イ ラ ッ ク の 花 で し た
。

　 お て ん ば な お 姫 様 は 木 に 登 ろ う と し ま し た
。

　 少 年 は お 姫 様 を と ど め
、

　 　 自 ら が 採 る と 言 っ て 木 に 登 り 始 め ま し た
。

　 お 姫 様 は 少 年 が 木 に 登 る 様 子 を

　 　 は ら は ら と 見 守 り ま す
。

　 は た し て 少 年 は 一 房 の 花 を 手 に 取 り
、

　 　 木 か ら 降 り て き ま し た
。

　 少 年 は お 姫 様 に ひ ざ ま ず き
、

　 　 花 を そ っ と 差 し 出 し ま す
。

「 わ た く し の 気 持 ち で ご ざ い ま す」

　 花 を 差 し 出 す 少 年 が あ ま り に 美 し く
、

　 　 お 姫 様 は 少 年 に キ ス を し ま し た
。
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